
 

本年で 5年目を迎える慶熙中学との授業交流。国境を超

えて先生たちが授業を共同で設計し、韓国人と日本のイン

タナショナルなチームに課題を課す取り組み。 

英語を使ってのコミュニケーション、もちろんお互いの

母語も覚え愛ながらの人としての交流、この 3日間のプロ

グラムの終わりのころには、初めて出会ったとは思えない

くらいの仲になっている。 

技術科では、ものづくりだけでなく、国境をこえて人と

人が繋がり合うそんな世界に向けた活動をますます応援し

ていきます。 

京都新聞に掲載 


